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編集後記
同文壮一
H院記念部第．じけゲをお川けする本ひも実り収かな内山什をお川けすることができたと思っている
まず、倉山氏の「私の東亜同文書院大学時代」は、古院が大学へ昇栴した時期の書院生活とその時代環境を
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気な安浮降雄氏の講演録を刊行させていただき、その興味深い内容とともに、今日なおお元気な話しぶりに会場は鰐峨したが、合川 もなかなかお．正気で、
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院恨のト仔ト仕感を心仔八刀に感じさせていただいた〕市院ぃ小業生の中で
も後則、
日中戦争ドでの書院生活を語っていただ たのは大変口重な講演録だといえる『ん品川氏は書院関係の行
ポにはほとんど山附され、
大きな休似に大きな戸で
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一つ作紅であり、
まさに動く京．県川文
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院とでも称してよ
いほどお元気であり、ぜひ安淳氏に負けず御長命 ことを願っている
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’Hにあった点以川文川悦」はやはり識泌鉱である千成．九年、新成山会館、
愛知大小
東京事務所移転記念の書院展示会にお出かけいただき、東京同文書院の研究をされていることが伝えられた
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米、われわれにとって雫’川部分であり、ぜひ誠泌をお．肌いしたく実現したものである限られた史資料を党側された御努力には敬意を表したい。これもまた 従来知られていな 束亜同 史の貴重な記録である土
そして次に、
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院記念品いんだ
μ段・日式の批脱された小山党ィ川氏と交行行である仁雌た代
f
氏の
ごあいさつ文を掲載させていただい
J授賞対象の〔われ巣鴨に出頭せず近衛文麿と天皇』
の中で仁藤氏が綿
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術な訓告を行ない、
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らん叩を絶った近術文併のぷぷをぷ現されたことに向い一北側を仰げたコ
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その巾で論証性への努力が最もうかがわれた点で記念賞に選ばれた一授賞式の最後にあい
さつに立った近街道降氏があいさつの途中で思わず絶句したことにも、この授賞のも、っ．つの側而があったといえる
最後に本記念センターポストドクターの武井氏による、
センター所蔵資料の
H
録一覧が連載された民地道な仕
事であるが、これもきわめて抗要な労作である口
本年、岐冬とされ存の気配が早く、桜の開花も早かった
c
しかし、折からの新たな陛界恐慌が進行中
断・山んは
くりかえすが経験は伝わらないようだ
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それだけに記録にしっかり刻み、
後附へも伝えるわれわれの作業は肢も
比山ぃ健的で、以も側仙あ ものと考えている次ひ以ドもぜひ仰則符いただきたい
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九年．二月二．九日
愛知大学京一肌同文訂院大学記念センター長藤川佐久
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